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第
63
回
農
林
水
産
祭

惣そ
う

田だ

政ま
さ

宏ひ
ろ

氏（
北
海
道
広ひ
ろ

尾お

郡ぐ
ん

広ひ
ろ

尾お

町ち
ょ
う

）

～�

高
い
技
術
力
と
漁
業
関
係
者
と
の
協

働
に
よ
る
ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
の

優
良
な
苗
木
生
産
～

内
閣
総
理
大
臣
賞

株
式
会
社 

Tティ
‒ー

Fフ
ォ

レ

ス

ト

リ

ー

O
R
E
S
T
R
Y

（
神
奈
川
県
小お

田だ

原わ
ら
市し

）

～�

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
推
進
に
よ
る

都
市
近
郊
で
の
新
た
な
林
業
経
営
～

　
同
社
は
、
樹
齢
60
年
を
超
え
る
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
人

工
林
等
の
森
林
資
源
と
、
都
市
近
郊
に
あ
っ
て
観
光

地
に
隣
接
し
た
立
地
を
活
か
し
、
森
林
を
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
活
動
空
間
と
し
て
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
惣
田
氏
は
、
平
成
８
年
に
有
限
会
社
惣
田
種
苗
園

に
入
社
し
、
森
林
管
理
局
、
北
海
道
、
民
間
か
ら

技
術
者
を
招
聘
し
て
苗
木
生
産
の
技
術
を
研
鑽
し

ま
し
た
。
令
和
３
年
に
同
社
代
表
取
締
役
に
就
き
、

「
北
海
道
内
で
一
番
優
良
な
苗
木
の
安
定
供
給
」
を

自
身
の
理
念
に
掲
げ
、
現
在
は
70 

ha
の
大
面
積
ほ

場
で
主
に
ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
苗
木
を
年
間
約

1
6
0
万
本
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
創
業
の
地
で
あ
る
え
り
も
町
で
は
、
か
つ
て

森
林
が
失
わ
れ
海
に
流
出
し
た
土
砂
に
よ
っ
て
漁
場

が
荒
れ
た
た
め
、
先
人
た
ち
が
森
林
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
漁
場
が
復
活
し
ま
し
た
。
こ
の
経
緯

を
惣
田
氏
は
強
く
心
に
受
け
止
め
、
漁
業
関
係
者
を

積
極
的
に
雇
用
す
る
こ
と
で
、
苗
木
生
産
を
通
じ
て

森
林
の
重
要
性
の
理
解
の
共
有
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
祭
は
、
国
民
の

皆
さ
ん
に
農
林
水
産
業
と
食

に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
農
林
水
産

省
と
公
益
財
団
法
人
日
本
農

林
漁
業
振
興
会
が
共
催
し

て
、
昭
和
37
年
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
今
年
で
63
回
目
と

な
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
祭
で
は
、
過
去

１
年
間
の
農
林
水
産
祭
参
加

表
彰
行
事
に
お
い
て
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た

方
々
の
中
か
ら
、
７
つ
の
部

門
ご
と
に
天
皇
杯
、
内
閣
総

理
大
臣
賞
及
び
日
本
農
林
漁

業
振
興
会
会
長
賞
を
選
賞

し
、
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
林
産
部
門
で
は
47

の
出
品
財
を
対
象
に
審
査
が

行
わ
れ
、
天
皇
杯
に
株
式
会

社
T
‒
F
O
R
E
S
T
R
Y

（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）、

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
惣
田

政
宏
氏
（
北
海
道
広
尾
郡
広

尾
町
）、
日
本
農
林
漁
業
振

興
会
会
長
賞
に
山
田
芳
朗
氏

（
静
岡
県
静
岡
市
）が
選
賞
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま

す
。

　
主
と
な
る
施
設「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

で
は
、
木
々
の
間
に
張
ら
れ
た
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
い
、

ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド（
空
中
滑
空
）や
樹
間
歩
行
を
し
な

が
ら
約
１
ha
の
森
林
内
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
森
林
内
の
作
業
道
を
活
用
し
た
2
・
5
km
の

コ
ー
ス
で
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
楽
し
め
る
「
フ
ォ

レ
ス
ト
バ
イ
ク
」
事
業
も
展
開
し
て
お
り
、
現
在
、

年
間
約
２
万
人
が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
木
材
販
売
に
よ
る
収
入
が
少
な
い
中
で
も
、
森
林

空
間
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
入
を
確
保
し
、

林
業
経
営
の
持
続
性
を
高
め
る
先
進
事
例
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
皇
杯
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　「実りのフェスティバル」は、農林水産業と食に対する理解の増進と消費拡大等に資するため、農林水産祭の一環とし
て、都道府県の農林水産物の展示や販売を中心として行う行事で、昭和38年からは皇室の御来臨を仰ぎつつ行っていま
す。令和６年度は11月1日（金）、２日（土）の２日間、サンシャインシティ（東京都豊島区）で開催されました。
　「実りのフェスティバル」には都道府県・農林水産関係団体の展示等のほか、農林水産省が出展する政府特別展示コー
ナーもあり、林野庁からも出展しました。
　１日には、林野庁のブースに秋篠宮皇嗣同妃両殿下の
御視察を賜り、企業の森づくりやJ-クレジット制度等に関
する展示を御覧になり、説明を受けられました。
　このほか林野庁のブースでは、国産材を利用した紙製
飲料容器「カートカン®」の配布や国産材を使って製作した
木製品の展示等を通じて、身近なものを木に変える「ウッ
ド・チェンジ」の普及啓発を行いました。
　来場者からは「人々はもっと森林の大切さを感じるべ
き」といった意見や、「色んなものが木材で作られている
ことに驚いた」などといった感想をいただき、イベントは
盛況のうちに終了しました。

実りのフェスティバル

山や
ま

田だ

芳よ
し

朗ろ
う

氏（
静
岡
県
静し
ず

岡お
か

市し

）

～�
認
証
森
林
で
の
高
密
度
路
網
と
車
両
系

林
業
機
械
の
活
用
に
よ
る
高
収
益
な
林

業
経
営
～

　
山
田
氏
は
、
所
有
す
る
1
5
7
ha
の
森
林
に
お
い

て
、
1
1
5
m
/
ha
の
高
密
度
な
路
網
と
高
性
能
林

業
機
械
を
活
用
し
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
行
っ
て
お

り
、
柱
材
を
主
と
し
た
良
質
な
木
材
生
産
に
よ
り
、

林
業
収
支
が
プ
ラ
ス
と
な
る
経
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
指
導
林
家
と
し
て
、
若
手
の
林
業
家
や
林
業
従
事

者
の
技
術
力
の
向
上
に
取
り
組
む
ほ
か
、
地
元
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
の
講
師
を
引
き
受
け

る
な
ど
幅
広
い
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
田
氏
が
所
属
す
る
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

で
は
森
林
認
証
部
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
17
年
に
山

田
氏
の
所
有
林
を
含
む
グ
ル
ー
プ
の
所
有
林
で
森
林

認
証
を
取
得
し
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
認
証
制

度
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
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